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１．これまでの取り組み 

平成２６年度 氷川参道歩行者専用化検討協議会を設置 

平成２７年度 氷川参道を北・中・南の３区間に分けて検討開始 

       交通実態調査、アンケート調査、交通シミュレーションの実施 等 

平成２８年度 交通シミュレーション結果の検証 

社会実験（実地）の実施：ラバーポールやハンプの設置 等 

平成２９年度 設えの方向性についての検討、歩行者専用化後の交通規制検討 

平成３０年度 設えの検討、歩行者専用化後の懸念事項検討 

令和元年度  中区間の歩行者専用化（平成３１年４月２５日） 

  交通実態調査、生活道路内の交通量増加などへの対応の検討 

       設え工事（中区間南側）の実施 

令和２年度  交通実態調査の実施、設え工事（中区間北側）の実施 

令和３年度  交通実態調査（南側）の実施 

令和４年度  交通実態調査（北側）の実施 

 

２．今後のスケジュールについて 

令和７年度に氷川参道の通過交通対策（歩専化等）の実施を予定している。令和３、４年度に

実施した交通実態調査等の結果をもとに、今年度は交通シミュレーションを実施する。令和６年

度には、社会実験を実施し、歩専化により生じると想定される課題への対策等を検討する予定で

ある。 

 

令和５年度 

 

 

 

 

 

  

 

 

令和６年度  

 

 

 

 

 令和７年度以降 

 

 

・社会実験の実施に向けた検討について 

・沿線住民・交通管理者との協議調整について 

・社会実験の効果検証 

・通過交通対策等の実施 

・問題発生箇所への対応策の検討                     等 

・交通実態調査/アンケート調査結果報告 

・交通シミュレーションの実施方針 

第 22回協議会(令和 5年 9月) 

・交通シミュレーションの分析結果について 

・交通シミュレーション結果を踏まえた社会実験の実施方針案について 

第 23回協議会(令和 6年 1月頃) 
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３．交通実態調査 

３－１ 交通実態調査について 

本調査は、氷川参道の更なる歩行環境の改善に向け、氷川参道一の鳥居付近が車両通行止めと

なっている状態での周辺の交通実態の把握を目的とした。 

  

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C

【調査日概要】 

調査日：令和５年５月１６日（火） 

天候 ：晴れ 

気温 ：最高27.6℃、最低11.7℃ 

降水量：0mm 

その他：一の鳥居付近にて車両通行止め実施 

車両通行止め 

R5.2.6～R5.5.23 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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〇氷川参道の交通量調査 

①自動車の交通実態を把握  

調 査 地 点 ・氷川参道（北区間、南区間）各１地点 計2地点 

調 査 時 間  7:00-19:00 計12時間 

調 査 項 目 
[通行量調査] 

・対象  ：乗用車類、貨物車類 

調 査 方 法 ・人手による調査 

 

②歩行者・自転車の交通実態を把握  

調 査 地 点 ・氷川参道（北区間、中区間、南区間）各１地点 計3地点 

調 査 時 間  7:00-19:00 計12時間 

調 査 項 目 

[通行量調査] 

・対象  ：歩行者、自転車 

・記録内容：方向 

調 査 方 法 ・人手による調査 

 

〇車両交通実態調査 

①自動車の交通実態を把握 

調 査 地 点 ・南大通東線、中山道、産業道路に囲まれた範囲の交差点 計7箇所 

調 査 時 間  7:30-9:30及び13:00-15:00 計4時間 

調 査 項 目 

[車両方向別調査] 

・対象  ：乗用車類、貨物車類 

・記録内容：方向 

調 査 方 法 ・人手による調査 
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３－２ 氷川参道の交通量調査の結果について 

① 自動車の交通実態 

[通行量の推移（北・南区間）] 

 

 

 

 

 

 

 

①北区間 

 
③南区間 

 
※H27調査時は南区間の調査断面が異なる 

図 自動車交通量調査結果  
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7
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R4.10

R5.5

南
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間

自動車断面通行量（南区間）
※8:00～9:30の合計値

【①北区間】 ：中区間の歩行者専用規制前の平成27年調査時と比べると自動車通行台

数は半数以下となっており、令和元年以降はほぼ横ばい。 

一の鳥居付近の車両通行止めによる影響はみられない。 

【③南区間】 ：一の鳥居付近の通行止めにより、沿道の居住者に利用が限定されたこと

で通行量が非常に少なくなったと想定される。 

①北区間 

③南区間 
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[時間帯別通行量（北・南区間）] 

 

 

 

 

図 時間帯別自動車交通量調査結果 

  

 

①北区間 

 
※H27年調査時はピーク時のみ調査のため非掲載 

③南区間 

 
※H27調査時は南区間の調査断面が異なる 
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【①北区間】：一の鳥居付近の車両通行止めによる影響はみられない。 

【③南区間】：一の鳥居付近の通行止めにより、沿道の居住者に利用が限定されたことで

通行量が非常に少なくなったと想定される。  

①北区間 

③南区間 
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② 歩行者・自転車の交通実態 

 

 

 

 

 

 

①北区間 

 
②中区間 

 
③南区間 
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【歩行者】：すべての区間において、令和3年調査時に比べ増加傾向であった。 

     一の鳥居付近の車両通行止めの影響は歩行者には少なかったと想定される。 

【自転車】：すべての区間において、令和３年調査時に比べ減少傾向であった。      

①北区間 

②中区間 

③南区間 
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[①北区間] 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 歩行者・自転車通行量調査結果  
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【歩行者】：令和3年調査時は昼の時間帯に落ち込みがみられたが、全ての時間帯で平均

的に利用がみられた。安定的に利用されるようになったことが想定される。 

【自転車】：8時台のピーク時の集中の減少がみられた。一の鳥居付近の車両通行止めに

より、自転車についても回避した可能性が想定される。 

①北区間 
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[②中区間] 

 

 

 

 

 

 

 
※歩行者の H27調査結果については外的要因による異常値と考えられるため除外 

 
 

図 歩行者・自転車通行量調査結果  
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【歩行者】：日中の時間帯において、令和４年調査時に比べ利用が増加傾向であった。買

い物や散策等、沿道利用が定着していると想定される。 

【自転車】：過年度調査と同様に推移している。通勤通学、買い物などによる利用が多い

と推測される。 

②中区間 
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[③南区間] 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
図 歩行者・自転車通行量調査結果  
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【歩行者】：昼の時間帯において、令和４年調査時に比べ利用が増加傾向であった。利用

が定着していると想定される。 

【自転車】：8時台のピーク時に集中が減少傾向であった。一の鳥居付近の車両通行止め

により、利用を回避した可能性が想定される。 

③南区間 
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３－３ 車両交通実態調査結果について 

①中山道 

 

 

 

 

 
図 方向別通行量調査結果（7:30～9:30及び 13:00～15:00 の 4 時間計）  
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・中山道では、一の鳥居付近の交通規制前後で吉敷町交差点の方向B・C（大宮方向）共に交

通量は微増であったが、大幅な変化はみられなかった。 

 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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②氷川参道周辺の生活道路及び氷川緑道西通線 

 

 

 

 

 

 

 

図 方向別通行量調査結果（7:30～9:30及び 13:00～15:00 の 4 時間計） 

※方向 Bは午後の時間帯において道路工事による通行規制のため通行台数はなかった。  

方向D

方向C

方向A

方向E

方向F

方向B
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・一の鳥居手前の東側の生活道路の流入部（方向A）において、交通量の増加がみられた。 

・氷川参道南区間と交差する一方通行では、氷川参道流入部（方向C）では大きな変化は見

られない一方、氷川緑道西通線方面（方向D,方向E）へ向かう西側の生活道路での交通量

の減少がみられた。 

・氷川緑道西通線では、大きな変化は見られない。 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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③氷川参道及び周辺の生活道路 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 方向別通行量調査結果（7:30～9:30及び 13:00～15:00 の 4 時間計） 
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・氷川参道南区間（方向A,方向B,方向C）では、大幅に減少した。 

・並走する東側の生活道路（方向D）や中区間の生活道路（方向E）では大きな変化は見ら

れなかった。 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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④南大通東線 

 

 

 

 

図 調査断面 

 

図 方向別通行量調査結果（7:30～9:30及び 13:00～15:00 の 4 時間計）  
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方向A 方向B 方向C 方向D 方向E 方向F

・南大通東線では、東方向、西方向共に、一の鳥居付近の交通規制前後で大幅な交通量の変

化はみられなかった。 

調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C



第 22回 氷川参道歩行者専用化検討協議会（令和 5年度） 

 14 

 

 

図 調査断面 

 

図 方向別通行量調査結果（7:30～9:30及び 13:00～15:00 の 4 時間計） 
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調査候補

自動車方向別交通量調査（ピーク時）

氷川参道上調査（12時間）

地点3,4

地点14

地点2

地点1

地点17
地点21

地点22

地点A

地点B

地点C
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参考：全調査結果 

 
図 通過交通の状況（午前中：7：30～9：30） 

 

 
図 通過交通の状況（午後：13：00～15：00） 

※地点 21の北側において工事が行われたため通行は発生していない（午後のみ）。  
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３－４ 車両交通量調査のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●氷川参道の交通量調査 

【自動車】 

・北区間では、通行止めによる影響はみられない。 

・南区間では、通行止めにより沿道の居住者に利用が限定されたことで通行量が大幅に減少

した。 

【歩行者】 

・全区間で増加傾向であり、利用が定着していると想定される。 

●車両交通実態調査 

・南区間の通行止めにより、中山道や南大通東線、氷川緑道西通線において交通量の極端な

増加はみられないことから、影響は少ない。 

・氷川参道南区間の流入部、流出部においては、通行止めの影響により交通量が大幅に減少

したことから、一の鳥居付近の通行止めによる、十分な通過交通の抑制効果がみられた。 

・東側の生活道路への流入の増加がみられた一方で、西側の生活道路への流入が減少した。

そのため、東側の流入する車両に対しての対策を検討する必要がある。 

・南区間と並走する生活道路についても増加はみられなかった。 

・一の鳥居付近において、通行量が増加し、迂回路として利用されていたことが想定される。 
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４．アンケート調査 

４－１ アンケート調査について 

本調査は、氷川参道の更なる歩行環境の改善に向け、氷川参道一の鳥居付近が車両通行止めと

なっている状態での周辺居住者の生活への影響や歩行者専用化への意向の把握を目的とした。 

 

表 調査方法 

調査対象 吉敷町 2，3，4 丁目の居住者 

配布期間 令和 5 年 7月 3 日（月）～7 月 11日（火） 

調査期間 令和 5 年 7月 3 日（月）～7 月 31日（月） 

調査締切日 令和 5 年 7月 31 日（月） 

配布方法 ポスティング配布 

回収方法 郵送回収及びWEB回収 

配布数 2,200 票 

回収数（回収率） 734 票（33.4％） 

内訳：WEB262票、紙 472 票 

 

 
図 調査対象範囲

大宮区役所

吉敷町
交差点

南大通東線

吉敷町
２丁目

吉敷町
３丁目

吉敷町
４丁目

一の鳥居付近 車両通行止め箇所
（クルマのみ通行止めの時）
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【アンケート調査票】 
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４－２ アンケート調査結果について 

① 回収状況 

 

 

表 回収数 

 

 
図 回収状況 

② 基本属性 

 

 

 

  

 

図 年齢構成比  

吉敷町２丁目 吉敷町３丁目 吉敷町４丁目 不明 合計 回収率

紙 212 139 115 6 472 21.5%

WEB 150 54 58 0 262 11.9%

合計 362 193 173 6 734 33.4%
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WEB 紙 町字不明：６票

9%

8%

10%

9%

19%

8%

18%

16%

28%

17%

16%

23%

17%

16%

15%

17%

11%

19%

18%

15%

12%

20%

17%

15%

3%

12%

6%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉敷町２丁目

吉敷町３丁目

吉敷町４丁目

合計

居住地別年齢階層構成比

30歳代未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

・年齢は、80歳以上を除き、各世代とも概ね均等に回答が得られている。 

・吉敷町3丁目では、60歳代以上の回答が比較的多い傾向であった。 

・吉敷町2丁目では、30歳代～40歳代が比較的多い傾向であった。 

・WEB回収が262票、紙回収が472票、合計734票（回収率33.4％）であった。 
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③ 氷川参道の利用状況 

 

 

 

 

   

図 利用頻度 

 

④ 普段の氷川参道の印象 

 

 

 

 

図 普段の氷川参道の印象  
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30歳代未満

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

合計

年齢階層別の氷川参道の利用頻度

ほぼ毎日 週３～４回程度 週１～２回程度

月数回程度 月１回程度 利用しない

58%

47%

42%

31%

25%

23%

12%

0% 20% 40% 60% 80%

歩行者と自転車の錯綜が危険

クルマと自転車の錯綜が危険

クルマと歩行者の錯綜が危険

自転車のスピードが出ている

クルマのスピードが出ている

クルマの量が多い

特になし

普段の印象※複数回答 N=719

・氷川参道の利用頻度は、半数程度がほぼ毎日利用し、7割程度が週に1回以上利用して

いる状況であった。 

・年齢階層別では、40歳代で毎日の割合が高い傾向であった。 

・普段の氷川参道の印象は、自転車との錯綜が多い傾向であった。 
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⑤ 通行止め時の印象について[歩行者・自転車] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【歩行時】 

  

※“徒歩で利用していない”という回答は除いて集計。 

 

【自転車利用時】 

   

※“自転車で利用していない”という回答は除いて集計。 

  

良かった, 

68%

変わら

ない, 

21%

不便に

なった, 

11%
69%

60%

43%

33%

20%

3%

0% 20% 40% 60% 80%

通行しやすくなった

クルマとの錯綜が少なくなった

クルマの量が減った

自転車との錯綜が少なくなった

スピードを出すクルマが少なくなった

その他

良かった点（歩行者）※複数回答 N=472

良かった, 

55%変わら

ない, 

29%

不便に

なった, 

16%

62%

61%

46%

31%

18%

1%

0% 20% 40% 60% 80%

クルマとの錯綜が少なくなった

通行しやすくなった

歩行者との錯綜が少なくなった

クルマの量が減った

スピードを出すクルマが少なくなった

その他

良かった点(自転車)※複数回答 N=230

【歩行時】 

・７割程度が“良かった”と回答している。 

・“通行しやすくなった”や“クルマとの錯綜が少なくなった”が良かった点として多い

傾向であった。 

【自転車利用時】 

・半数以上が“良かった”と回答している。 

・“クルマとの錯綜が少なくなった”や“通行しやすくなった”が良かった点として多い

傾向であった。 
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⑥ 通行止め時の印象について [クルマ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

33%

20%

20%

11%

41%

0% 20% 40% 60% 80%

クルマで移動する際に迂回する必要が

生じた

特に不便には感じなかった

迂回する道が狭く、危険を感じた

旧中山道などの幹線道路が混雑した

ように感じた

クルマで利用していない

規制時の印象(クルマ)※複数回答 N=698

62%

23%

17%

6%

5%

0% 20% 40% 60% 80%

特に変わらない

周辺道路のクルマの交通量が増えた

旧中山道などの幹線道路が混雑したよ

うに感じた

周辺道路でスピードを出すクルマが増

えた

その他

規制時の参道周辺道路の印象※複数回答 N=682

・通行止め時のクルマ利用での印象は“クルマで移動する際に迂回する必要が生じた”が

多い傾向であった。 

・周辺道路の印象については、“特に変わらない”が最も多い傾向であった。一方で、“周

辺道路のクルマの交通量が増えた”や“中山道などの幹線道路が混雑したように感じ

た”も一定数みられた。 
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⑦ 氷川参道の歩行者専用化について 

 

 

 

 
 

 

⑧ 氷川参道に関しての主な助言や要望（自由記述） 

 

●迂回について 

・車両のみ通行止めの時のメリットが非常に高かった。車を利用していた際は、迂回が必要だったが、安

全面、環境面を考えると歩行者専用化が望ましいと感じる。 

・自宅駐車場に入る為に参道を通らない道は狭く、交互通行な為、気をつかう。さらにその道に違法駐車

車両が止まっていると5分以上迂回しなければならなくなる。 

・参道から一方通行の道沿いに自宅があるため、大変不便になる。周辺の道幅を拡げる、迂回する道を整

備する等の対応策を望みます。 

・私のマンションでは駐車場に出入りする際、氷川参道より侵入するのが最も近いです。通行止めとなる

と大幅な迂回をしなくてはならなくなり、大変不便です。 

・この区間の車両通行をやめてしまうと住宅地の中の一方通行路を迂回することになり、事故のリスクを

高めることになるし、不便なので絶対に反対です。 

 

53%

21%

7%

17%

2%

氷川参道の歩行者専用化について

参道としての良好な環境が保てるため良いと思う

多少不便になるが、好ましいと思う

好ましいと思うが不安がある

今のままがよい

分からない

参道としての

良好な環境が

保てるため良

いと思う多少不便にな

るが、好ましい

と思う

・氷川参道の歩行者専用化について、“参道としての良好な環境が保てるため良いと思う”

が最も多く、7割を超える方が賛同する傾向であった。 
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・今後、一の鳥居から通行止めになると、車を入出庫が不便になります。 

・周辺は一方通行や狭い道ばかりです。参道が車で通れなくなると。周辺住民の車利用者は本当に不便で

す。 

・参道の一部が車両通行禁止になった事により、抜け道の要素は無くなったと思います。一の鳥居から通

行止めにすると、迂回するとこにより、細い道を抜けないと行けないので、居住者としては危険です。 

・周辺の道が狭いので車で迂回するのが大変。 

・車で移動する際に迂回する必要があるため、今のままで良いと思う。迂回路は狭く、危険であり、中山

道の混雑も増やしている。 

・付近に駐車場使用していて、一の鳥居から南大通東線まで車両通行止めにすると迂回して駐車場利用と

なる為にまわりの住宅街が迂回路となる事と、使用できないとこまる。 

・南大通東線へ出る際、現状は氷川参道の信号を利用し右折していますが、氷川参道の通行不可により、

南大通東線へ出ることが困難となります。他の信号機の設置をご検討いただきたいです。 

 

●事故の危険について 

・車と自転車が錯綜しているときは、自転車が急に歩行者用の道へ入ってくることも多く、危険を感じな

がら歩いています。 

・参道を歩行者専用化した場合、周辺迂回路での事故が多発すると思われる。 

・車が脇道に入り、事故が多発すると思われる。 

・歩行者、自転車も周囲を確認することなく通行しているため、氷川参道に限らず大変危険です。参道の

環境保全も大切なことですが、周辺道路で事故が増えることのない様、その他の環境整備につきまして

も対策をお願いいたします。 

 

●クルマや自転車のスピードについて 

・ほぼ毎日徒歩で参道を利用しており、夜は20時頃に通るのですが、参道が暗いのにライトをつけてい

ない自転車や、かなりスピードを出している車が通るので正直怖いなと思っていました。 

・工事中は狭い入口でスピードを出す自転車に何度かぶつかりそうになりましたが、車が来ないだけでも

安心感が段違いで、こんな広い道を歩けるなんて贅沢だなと思いつつ、快適に歩くことができました。 

・車が参道に入ってくるところ、いつも危ないと感じている。参道の走行も車と自転車がスピードを出し

ているので危険 

・参道の自転車区分がないため、スピードを出す自転車は危険、区分設定又はスピード制限するべきであ

る。 
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・歩行者専用になることで、より氷川参道全体の景観を維持・向上できると思います。歩行者が多い中、

スピードを出す車も多く危険を感じるので、歩行者専用となると安心できて嬉しいです。 

・さいたま新都心周辺の交通量が増加して住宅地のスピードを出したまま走る車が増加している現状で

は「歩行者専用化」には反対です。 

・歩行者専用になると裏の道の車の交通量が増えて自転車とか交差点で結構なスピードで一時停止を守

らない人がほとんどなので事故が増えると思う。 

・工事で参道が通行止めの為、裏の狭い道路が混み、スピードで通りぬける車が多く、非常に怖く感じま

した。 

 

●マナーやルールについて 

・自転車のマナーが悪く、ぶつかったり、犬の散歩中にぶつけられそうになったり、危険があるため、自

転車専用の通路を、つくって欲しい。店舗を増やして欲しい。 

・自転車と歩道を分離してほしい。マナーを守らない自転車が多い。 

・車のマナーも悪く、一の鳥居入ってすぐの、いやしろカフェ前の横断歩道(信号なし)では、歩行者を待

ってくれる車はほぼなく、特に朝は登校中の小学生もいるため危ないなと感じます。 

・自転車がわがもの顔に通り却って危い。今後タンデム型の自転車や電動スクーター（道交法改正車両）

多くなることもあり、車が走らないとなると、歩行者専用化の目的が自転車専用化となってしまう。 

・自転車のルールを広めて欲しい。例えば歩道は、自転車から降りて歩く、車道を逆走しない、など。 

・周辺道路に接している企業です。交通量が増え、ルールを守らない人が多く、危険でした。ゴミの量も

増えました。 

・歩行者専用化になったら今以上にゴミが増えて困る。タバコの吸いがら（特に冬の枯葉の季節マナーが

ない人が多く家裁の心配。植栽の中に空缶・ペットボトル等の投棄。車通行許可制も困る（現状のまま

自由通行希望） 

・車が通行止めになるなら、軽車両も通行止めにし、特に歩行者専用にするならば参道沿いのランニング

こそ禁止にして欲しい。 
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４－３ アンケート調査結果のまとめ 

 

  

●アンケート調査結果 

・普段の利用において、特に、「自転車に関する錯綜が危険という印象」の回答が多かった。 

・今回の通行止めにより、歩行者及び自転車が“通行しやすくなった”という回答が多かっ

た。 

・歩行者専用化に賛同するという意見が７割を超える結果となった。 

・自由記述では、歩行者専用化に賛同する意見がある一方、迂回が生じる不便さ、周辺道路

の安全対策の要望、クルマのスピードに対する意見が多くみられた。また、歩行者や自転

車のマナーが悪いことに対する意見が多くみられた。 

●今後の方向性 

・歩行者専用化の検討に合わせて、歩行者、自転車、クルマに対する交通マナーの啓発指導

等の検討も必要である。 

 

・歩行者専用化については、７割を超える人が賛同であったが、一部の人から不便さや安

全性の確保を理由に歩専化に否定的な意見がでた。今後は、説明会やワークショップ等

により、参道沿線の方や地域の方と共に、それらの課題について、慎重に検討していく必

要がある。 
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・北区間及び南区間の交通規制を実施 

・北区間の片倉新道は氷川参道を横断可能（東向きもしくは西向きの一方通行） 

・南区間の吉敷町2丁目の一方通行は氷川参道を横断可能（西向きの一方通行） 

・対象の時間帯は、交通の集中が想定される平日の午前中（8:30～9:30）の時間帯 

・対象範囲は、氷川参道を中心とした、氷川参道西通線、大宮中央通線、産業道路、

中山道で囲まれた範囲（次ページ参照） 

・特定の周辺生活道路への交通量が集中しないか 

・交通量が増加した区間への対応策の効果検証 

・迂回が必要になった場合の経路の距離や所要時間の算出 

交通シミュレーションの確認事項 

交通シミュレーションの前提条件 

 

 

５．交通シミュレーションについて 

５－１ 交通シミュレーションの確認事項・前提条件 

北区間・南区間の通過交通対策が氷川参道周辺に与える影響について、交通シミュレーショ

ンを用いて、以下の観点で確認をし、参道の通過交通規制は可能なのか判断する 
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５－２ 交通シミュレーションの範囲 

昨年度までに実施した交通実態調査結果を踏まえ、今後の方針等の検討を行うための交通シ

ミュレーションを進めている。 

 

※赤枠内が交通シミュレーションの範囲  

凡例

北区間

設え工事完了区間（中区間）

南区間

スクールゾーン（7:30-8:30）

横断可能箇所
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５－３ 交通シミュレーションのケースについて 

交通シミュレーションは、下記のケースについて実施する。 

 

【ケース０】 

交通量調査結果等を用いて現況再現を実施。 

【ケース１～６】 

氷川参道（北区間・南区間）の交通規制について、想定されるケース別に交通シミュレーショ

ンを行い、周辺道路への影響（交通量の増加）の検証。 

【ケース７～１２】 

上記の検証結果を踏まえ、交通規制後に交通量の増加が懸念される大宮高校前や東側生活道

路③等の周辺道路について、併せて交通規制（進入禁止や一方通行の方向変更等）を実施した場

合のシミュレーションを行い、周辺道路への影響の検証。 

 

表 交通シミュレーションのケース 

ケース 
氷川参道交通規制 

片倉新道 
北区間 南区間 

１ 

●：全区間 

●：全区間 
 

 

東向きの 

一方通行化 

 

 

２ 
〇：一部区間 

一の鳥居付近のみ 

３ 
〇：一部区間 

一の鳥居付近～一方通行道路のみ 

４ ●：全区間 
 

 

西向きの 

一方通行化 

 

 

５ 
〇：一部区間 

一の鳥居付近のみ 

６ 
〇：一部区間 

一の鳥居付近～一方通行道路のみ 

７～１２ 

ケース１～６の結果を踏まえ、交通規制後に交通量の増加が懸念される場合や周

辺道路で過度に交通が不便になるようことがある場合に対して交通規制（進入禁

止や一方通行の方向変更等）を実施 
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ケース 1 ケース２ 

  

ケース３ ケース４ 

  

ケース５ ケース６ 

  

ケース 7～12：ケース１～６の結果を踏まえ、交通規制後に交通量の増加が懸念される場合

や周辺道路で過度に交通が不便になるようことがある場合に対して交通規制

（進入禁止や一方通行の方向変更等）を実施 

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更

大宮中央通線

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

大宮中央通線

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（一部歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

大宮中央通線

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（一部歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

大宮中央通線

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

大宮中央通線

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（一部歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更

旧

中
山
道

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

産
業
道
路

大宮中央通線

南大通東線

東
側
生
活
道
路
①

東
側
生
活
道
路
②

大 宮
区役所

一の鳥居

東
側
生
活
道
路
⓷

大宮南
小学校

氷
川
緑
道
西
通
線

氷
川
参
道

大 宮
区役所

一の鳥居

N

S

W E

歩行者専用
規制区間

調査箇所

【凡例】
北区間（歩専化）
南区間（一部歩専化）
設え工事完了区間（中区間）
スクールゾーン
一方通行の変更



第 22回 氷川参道歩行者専用化検討協議会（令和 5年度） 

 32 

参考：今後の進め方イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

見直し、再調整 

交通シミュレーション 

の実施 

社会実験内容の地域説明 

・社会実験の実施 

・アンケート調査・効果検証 

による分析 

・地域住民への結果報告 

・今後の方針説明 

地域住民との合意形成 

通過交通対策の本格実施 

地域住民からの 

意見聴取 

社会実験内容の検討 意見反映 

地域住民からの 

意見聴取 

意見反映 

意見がまとまらない 

意見がまとまる 

※このプロセスを

繰り返します。 

検討協議会 

検討協議会 

検討協議会 

検討協議会 



第 22回 氷川参道歩行者専用化検討協議会（令和 5年度） 

33 

６．来年度実施する社会実験について（メニュー例） 

 氷川参道の北区間、南区間の歩行者専用規制（車両通行止め）を実施することで、氷川参道周

辺道路及び氷川参道沿線に下記のような影響が生じると想定される。 

特に南区間では、これまで氷川参道を通過利用していた車両の生活道路への流入が想定され

るため、令和 6年度以降、社会実験を行い、抑止効果について検証を行う。 

表 歩行者専用化により想定される影響と対応策（案） 

地域 影響 対応（案） 

氷川参道周辺道路 特定の生活道路への過度な集中 

（北・南区間共通） 

交通シミュレーションによる周辺

道路への影響の確認 

看板設置、一方通行の変更等の実施 

             等 

通過交通の生活道路への車両の

流入（南区間） 

社会実験を実施し効果を把握 

・看板設置 

・カラー塗装※ 

・ハンプ設置※ 

・一方通行の変更     等 

氷川参道沿線 氷川参道沿いから入庫、出庫する

居住者、来訪者への対応 

（北・南区間共通） 

通行証の発行等による居住者・来訪

者の進入手段の確保 

一般車両の通行止め方法  等 

 

【ハンプ設置例、設置条件】 

  
平成2８年、令和２年氷川参道報告書 

国土交通省ホームページ「凸部、狭窄部及び屈曲部の設置に関する技術基準」 

【カラー塗装例】 

 
平成27年氷川参道報告書  
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１．歩行者専用化の推進のための行政が進める事業内容の周知及び意見収集 

２．歩専化にむけた機運醸成 

 

開催目的 

７．オープンハウスの開催について 

 

 

 

 

 

 

【開催時期】 

 令和５年１０月下旬～１１月中旬の土曜日（１日もしくは毎月月１回） 

【開催主体】 

 氷川参道対策室 

【内容】 

 オープンハウス※形式による歩専化に向けたご意見、歩専化後の懸念事項の聞き取り、アンケ

ート 

【パネル展示内容】 

 ①一の鳥居改修工事中の交通量調査結果 

②歩専化アンケート結果 

③歩専化の経緯と今後の取り組み 

 

 ※オープンハウス…説明パネル等の展示と併せ、担当者が参加者の質問等に対して適切に 

説明、意見等を伺う形式 

 

 

 

 

開催場所 

 さいたま市大宮区吉敷町２丁目 

１２７（吉敷町山車小屋） オープンハウスイメージ 



大栄橋
交差点

大宮区役所

吉敷町
交差点

南大通東線

東町
交差点

東町１丁目

浅間町１丁目

大門町３丁目

164

164

214

214

浅間町２丁目
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下町３丁目

仲町３丁目

仲町２丁目

下町２丁目

吉敷町１丁目

吉敷町３丁目

吉敷町２丁目

吉敷町４丁目

下町１丁目

仲町１丁目

大門町２丁目

天沼町２丁目

天沼町１丁目

天沼町２丁目

東町２丁目

堀の内町１丁目

宮町２丁目

高鼻町１丁目

宮町１丁目

大門町１丁目

【凡例】
[氷川参道]

北区間
中区間
南区間

自治会区域

氷川参道周辺図 参考資料１



 
氷川参道歩行者専用化検討協議会設置要綱 

 
（設立） 
第１条 氷川参道の歩行者専用化に向けて、意見交換等を行う場として、氷川参道歩行者専

用化検討協議会（以下「協議会」という。）を設置し、本要綱において組織及び運営に関

して必要な事項を定めるものとする。 
（所掌事項） 
第２条 協議会は、次の各号に掲げる事項について協議する。 
（１）氷川参道の歩行者専用化の推進に関すること。 
（２）その他歩行者専用化に関し必要な事項。 

（委員の構成） 
第３条 協議会は、次の各号に掲げる者をもって構成する。 
（１） 学識経験者 
（２） 交通管理者 
（３） 道路管理者 
（４） 氷川参道沿線自治会 
（５） 地元まちづくり団体 
（６） 前各号に掲げる者のほか、事務の遂行に必要と認める者 

（任期） 
第４条 委員の任期は、令和９年度末日とする。 
 ２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は前任者の残任期間とする。 
（座長及び職務代理者） 
第５条 協議会に座長を置く。 

２ 座長は、委員の中から互選により選出する。 
 ３ 座長は、協議会の会議の進行をつかさどり、協議会を代表する。 
 ４ 座長に事故があるときは、あらかじめ座長が指名する委員がその職務を代理する。 
（会議） 
第６条 協議会は、必要に応じ随時開催する。 
 ２ 協議会は、座長が招集する。 
 ３ 座長は、必要があると認めるときは、委員以外のものに協議会への出席を求めること

ができる。 
（会議の公開） 
第７条 協議会の会議は、原則として公開とする。 
（事務局） 
第８条 協議会の事務局を都市局都心整備部氷川参道対策室に置く。 
（その他） 
第９条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営、その他に関し必要な事項は事務局        

が定める。 
附 則 
 この要綱は、平成２６年１０月２０日から施行する。 
附 則 
 この要綱は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 
附 則 
 この要綱は、令和 ５年 ４月 １日から施行する。 
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